























テロと対外侵略の﹁昭和ファシズム﹂を経て︑負けとった﹁戦後民主主義﹂へと連なる一つの理解の筋である︒このような理解は︑多分に戦後当時の政治状況に影響されていた︒その後︑革命が遠ざかり実証研究が進むにつれ︑近代化 明治︑可能性の大正とい 側面が強調され︑様々な意思決定過程が明らかになるなかで︑ ﹁昭和ファシズム﹂と﹁ 民主主義﹂という言葉も︑歴史分析としては一般に用いられることはなくなった︒他方で︑経済発展によって自信を回復した国民が︑その暑い夏を過ぎ︑豊穣 秋を迎え で歴史に誇りを求め︑一服の清涼剤のよう 消費す ために歴史が位置づけられるとすれば 論理 主客が転倒している べきであ
る︒大きな物語の転換と日々進む実証研究の蓄積のなかで︑私たちは何を読むべきなのだろうか︒　
ここでは比較的新しいものを七冊取り上げる結果となった︒しか







































































































































































































































特集   日本研究の道しるべ――必読の一〇〇冊
のではなく︑自由主義政党内での統治観の違いを明らかにすることで︑現代にも思索の枠組みを提供しうるものとなっている︒　
そこで本書であるが︑冒頭で﹁官僚とは何か︒どこからきて︑ど
こへいくのか﹂と問い掛ける︒明治維新期に誕生した官僚たちが︑欧米の行政のシステムをどのように学び︑日本 定着させてい たのか︒未だ藩が残る時代の徴士制度から一九二〇年代に政党政治を迎えるまでの官僚を描いている︒ ﹁政治 中枢が藩閥による専制から藩閥︱政党間 高等 治へ さら は 党と官僚の協働党内閣へと移行する﹂
（二八五頁）
長期的構造変化に応じて拡充さ




























念に追いながらその政治指導を分析し︑明治国制下での二大政党制の形成過程を明らか ︒加藤は親英派の職業外交官として頭角を現し︑一時は原や政友会とも協働の機会を持ったが︑桂太郎が主導した新党 立憲同志会に参画し︑さらに憲政会を率いた︒ところがこれが大変であった︒加藤は﹁苦節十年﹂ 集団 導く︒そし第二次護憲運動の先頭に立って総選挙で第一党となると︑ついに首相となって内閣を組織 九三二年まで続く 内閣の時代の先駆けとなった︒また︑男子普通選挙制も彼の内閣で実現している︒　
これほど重要な人物の研究が遅れたのは︑本書でも指摘され よ
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が刊行された︒時代のオピニオン・リーダー吉野作造は︑ ﹁民本主義﹂という言葉から不徹底なデモクラットと見られがちであるが︑実際には︑民意に基づく政治を次第に﹁デモクラシー﹂というカタカナ英語を用いて説くようになっていた︒七十年ぶりに選挙権年齢が引き下げられ︑主権者教育が論じられる現代日本で︑政党政治を歴史的にも論じる意義は高まっている︒そ 中で 本書のよう 現代的関心にも応えう 詳細な伝記研究のリバイバルは 時代的特徴をまたいだ長期的観点か の政治構造分析となるとともに 現在
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革で︑戦前の政党政治が自動的に戻ってくるわけではない︒それどころか占領初期 日本社会は食糧難やそれに伴う活発な労働運動で極度に混乱しており︑ 制も流動化していた︒そ 中で吉田は占領政策を受け入れること できる強力な安定政権を実現するための政治体制確立 尽力す ︒興味深いのは︑戦時体制期に活性化し官邸主導の模索が︑新憲法下の議院内閣 の枠内で継続さ たことである︒一九二〇年代の政党中心政治 模索は軍事優先主義によって排除され︑官僚内閣が空白を埋めたが︑同時に統制経済 ・行政国家化は新たな政党政治のもとでも意義を失わなかっ ︒かえって一九二〇年代にも問題になっていた強い政党政治 調和し︑問題があれば矯正する政官協働の 邸主導システムが作り上げられていく︒　
また︑デモクラシーを基調とした両大戦間期︑その反動としての







































よる不安定の中の安定も失わ ︑事態はさらに展開していく︒鍵となるのは保守勢力内 追放解除者の復権と ひとたび後退した社会党の再興である︒七冊目 必読書として 中北浩爾﹃一九五五年体制の成立﹄
（東京大学出版会︑二〇〇二）
を取り上げたい︒升味準之
輔が﹁一九五五年体制﹂と呼んだように︑一九五五年の左右社会党統一と保守合同によって日本政治は自民党と社会党による約二十年ぶりの二大政党制に回帰した︒しかし︑資本家 労働 を代表すると言われた は︑実質的に 自民党 一党優位政党制へと展








興をめぐる 党政治︑なかでも社会党の経済政策立案能力が分析され︑後に平和問題︑抵抗運動︑イデオロギーによって特徴づけられる社会党が︑実際的な経済政策によって全面講和を構想し︑支持を集めていたと論じてい ︒また︑政党政治を分析する 際し 労働組合や経済団体︑農業団体 どの社会団体︑知識人︑対外関係を総合的に論じようとする視覚は︑揺籃期の ︑政局史 とどまらず立体的に描き出した︒
116














































































問の新陳代謝の中で︑時に自然 恩寵を感じさせる恐るべき﹁青春期の学問﹂に対して︑長期的視野 立って日々の務めをゆ がせにしない﹁老年期の学問﹂の重要性を説いて た三谷太 郎が︑青春期を過ぎたもう一つ 姿勢とし 異なる学問分野間の︑そしてプロとアマの交流 ために︑総論の発展への寄与を説いていることは注目される
（二六九頁）
︒
